
（様式第２号）

島本町スポーツ推進委員協議会　要点録

令和4年6月10日作成

令和4年度第3回島本町スポーツ推進委員協議会

午後7時30分～午後8時30分

傍聴者数

⑶　地域におけるスポーツ振興について

⑷　その他

配　布　資　料

別紙要点録のとおり

事務局

⑴　ニュースポーツ体験教室について

西 村 ゆ き

島本町役場　地階　第四会議室

非公開の理由（非公開（会議の一部
非公開を含む。）の場合）

田畑 佳苗

会 議 の 名 称

会議の開催日時

会議の開催場所

なし

柿本 祥平亀山 里是

令和4年6月9日（木）

公開の可否 可・一部不可・　不可

別添資料のとおり

安 藤 次 長

審 議 等 の 内 容

（案件）

会議の議題

出 席 者

⑵　令和４年度三島地区スポーツ推進委員研修会について

委　員 津山 紗江里 柏 凪 音



午後7時30分から

島本町役場　地階　第四会議室

〇会長あいさつ

【案件】

⑴　ニュースポーツ体験教室について

⑵　令和４年度三島地区スポーツ推進委員研修会について

・JR島本駅集合とする。詳細は後日連絡する。（事務局）

⑶　地域におけるスポーツ振興について

⑷　その他

次回開催日 7 月 日 （木） 午後7時30分から

・町民スポーツ実行委員が6月17日（金）に開催される。亀山会長が出席予定。内容につ
いては後日報告を行う。（会長）
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・9月のニュースポーツ体験教室では、人数の変動に対応できるスローイングビンゴを行
う。9月号広報しまもとに掲載、ホームページの掲載、ライン配信も行う。人数を把握する
ため、教室の受付時に求めている程度の情報をインターネットの事前申込で求める。定
員の設定は行わない。（会長）

・チーム「みずまろくん」で参加する。（会長）

・6月19日（日）9時～12時　ニュースポーツ体験教室研修を行う。競技は、いたっボール、
アジャタ、スリータッチビーチボール、ボッチャを研修する（会長）

・9月のニュースポーツ体験教室再開を見据え、準備を進める。その後は、10月は町民ス
ポーツ祭、1月は三島地区ふれあいスポーツ交流大会の事業と重なるため、11月、12月、
2月、3月を予定する（会長）

・11月マウンテングラウンドゴルフ、12月スリータッチビーチボール、2月スリータッチボー
ル、3月いたっボールかアジャタかデカスポテニスを予定する。今後の実施状況を鑑み、
競技を確定していく。（会長）

・亀山、柿本、田畑、津山、人数が足りない様であれば出席予定の西村もチームに加わ
る。（会長）

令和4年度第3回島本町スポーツ推進委員協議会要点録

日 時 ： 令和4年6月9日（木）

会 場 ：

・特に無し

・今後の案件について
①動画の作成や活用についての検討
②毎年3月に発行しているスポ推だよりを発行せずに広報しまもとの巻頭特集で扱っても
らう方向で話は進んでいるが、その具体的な内容、伝えたい事、照会したい事など
③ニュースポーツ体験教室で参加者に配布する、スポーツ推進委員勧誘チラシ
追々意見を出し合って形を作っていくので各々イメージ作りをしていただきたい。（事務
局）
・募集していた公募委員に申し込みがあり、選考委員会、教育委員会議の議決を経て、
委嘱することになった。7月１日からの任期となる。（事務局）



事業名

目的

日程

時間 午前中

場所

出席者

対象者

広報

申込方法

種目

・受付簿　・受付用筆記具　・手指消毒用アルコール

　９：０５　集合・準備

　　　　　　受付開始

１０：００　教室開始

１１：５０　教室修了・後片付け

亀山会長（　　）柿本副会長（　　）津山副会長（　　）田畑（　　）柏（　　）
安藤次長（　　）西村（　　）

どなたでも。　実績は子ども、親子が多い（ＭＧＧは高齢者の参加も多い）

その他

・感染対策の徹底　大声を出さない、マスク着でできる競技（猛暑の可能性も）

広報しまもと９月号(    )　ＨＰ(     )　ライン(     ) 　チラシ（　　　）

スケジュール
（役割分担）

ネット事前申込制にするのか検討　　定員の設定（　　　　）人　少数の場合は

準備物

再開に備え、１回目のみニュースポーツ体験教室の内容について整理を行う

プランニングシート

ニュースポーツ体験教室

毎月三日曜日　　令和４年９月１８日（日）

町立体育館　第一体育室

事務事業成果報告書：　「いつでも、どこでも、だれでも」を基本に、住民のスポー
ツへの関心を高めるため、体力や年齢に応じて、スポーツに親しむことができる
町づくりをめざし、生涯スポーツの普及に努める。
第五次島本町総合計画：生涯にわたって学び、スポーツを楽しむ環境が整い、
その成果を地域で生かす事が出来るまちづくりをめざす。（現状と課題）誰もが身
近な地域で気軽にスポーツ・レクリエーションに親しむことで、生涯にわたって、
健康や体力を保持し、生きがいをもてる環境作りが必要。
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令和４年５月 26 日 

 

各市町社会体育主管課長 様                     

各市町スポーツ推進委員（協議）会 会長 様 

 

 

三島地区スポーツ推進委員連絡会 

                会 長  小谷 泰弘 

 

 

令和４年度三島地区スポーツ推進委員研修会の開催について（ご案内） 

 

 

軽暑の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、標記の件につきまして、各市町スポーツ推進委員の交流と資質の向上

を目的とし、別紙の通り研修会を開催いたします。 

 公私ともにご多忙のこととは存じますが、ご出席いただきますようお願い申

し上げます。 

  

記 

 

日 時  令和４年７月 16 日（土）  午後１時～午後４時 

受付は午後０時 30 分から 

                   

場 所  茨木市立市民体育館 第１体育室（大阪府茨木市小川町２番１号） 

 

内 容  スリータッチビーチボール・ボッチャ 

 

その他  ・会場へは、できるだけ電車等の公共交通機関をご利用ください。 

     ・出欠につきましては、恐れ入りますが６月 15 日（水）までにご連

絡くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

                                       

  

＜問い合わせ＞ 

 茨木市 市民文化部 スポーツ推進課 

 担当：小林 

 TEL：072-620-1608 

 E-mail：sportssk@city.ibaraki.lg.jp 
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茨木市立市民体育館 地図 
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令和４年度三島地区スポーツ推進委員研修会実施要項 

 

 

１．目  的  三島地区のスポーツ推進委員が生涯スポーツを研究し、地域スポー

ツの振興を図るとともに、委員の資質の向上と交流を深めることを

目的とする。 

 

２．主  催  三島地区スポーツ推進委員連絡会 

 

３．主  管  茨木市スポーツ推進委員協議会 

 

４．参加対象  三島地区スポーツ推進委員及び各市町社会体育担当者 

 

５．日  時  令和４年７月 16 日（土）  午後１時～午後４時 

受付は午後０時 30 分から 

 

６．会  場  茨木市立市民体育館 第１体育室 

               

７．ｽｹｼﾞｭｰﾙ   午後１時 00 分  開会式・準備体操 

        午後１時 30 分  実技研修（スリータッチビーチボール・ボッチャ） 

        午後３時 50 分  閉会式 

 

８．ﾁｰﾑ編成  スリータッチビーチボール １チーム４名以上 

        ボッチャ         １チーム３名以上 

 

９．持 ち 物  体育館シューズ、タオル、飲み物、マスク 

 

10.  参 加 費  １チーム 500 円（参加費は、研修会当日徴収します。） 

 

11．そ の 他  予選で順位を決め、順位ごとに決勝戦トーナメントを行います。各

トーナメントで優勝されたチームには景品をご用意いたします。 

              なお、研修会後の交流会はございません。 
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令和４年度三島地区スポーツ推進委員研修会の実施形態の変更について 

 

令和４年度の研修会は例年の研修会とは異なり、中止となりました令和３年

度三島地区ふれあいスポーツ交流大会を基に実施したく存じます。 

つきましては、皆様に以下の点にご協力いただきますようお願いいたします。 

 

 

１.参加チームの上限と割り当て 

  各市町様は各種目以下のチーム数でご参加いただきますよう、ご協力ください。 

 スリータッチビーチボール ボッチャ 

吹田市（5） 3 2 

摂津市（5） 2 3 

島本町（2） 1 1 

高槻市（7） 4 3 

茨木市（5） 2 3 

合計(上限) 12 12 

   ※割り当て数の増減がある場合は、茨木市までご相談ください。 

 

２.実施形態 

 （1）試合時間 

10 分とする。（選手交代は自由とする。） 

試合開始 30 秒前で練習をやめ、試合の準備をする。 

  (2) 審判 

スリータッチビーチボール：主審は吹田市で担当し、その他は各市町の

分担とする（副審及び得点係・線審（２名）の計４名）。 

ボッチャ：主審・得点係は茨木市が担当する。 

  (3) 順位 

勝ち点方式とする。 

     勝ち：３点 負け：０点 引き分け：１点 

① 勝ち点の合計が同じとき、得点の合計が多い方。 

② 次に、得点の合計が同じとき、失点の合計が少ない方。 

③ 次に、失点の合計が同じとき、ジャンケン。 

(4) 表彰 

決勝戦各コートの１位のみ表彰する。 
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令和４年度三島地区スポーツ推進委員研修会予算 

 

（収  入） 

費 目 金額 (円）  

参 加 料 12,000 ＠ 500円 ×24 ﾁｰﾑ 

合   計 12,000  

 

 

（支  出） 

費 目 金額 (円） 備    考 

需 要 費 12,000 賞品、事務用消耗品等 

合  計 12,000    
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スリータッチビーチボール 

 

【コート・準備物】 

コート…バドミントンコート（ダブルス） 

ネットの高さ…1ｍ55ｃｍ 

ボール…スリータッチビーチボール（直径60ｃｍ） 

 

【試合方法】 

① ルールについて 

・ 3人対 3人で、必ず1人1回ずつボールに触り、3回のプレーで相手コートに返す 

・ 得点はサーブ権に関係なくミスや反則をしたら、相手チームに得点が入る（ラリーポイント

制） 

 

② サーブについて 

・ 自コートのサービスラインから足を離さず、またアタックラインを踏まないようにしながら、

アンダーハンドサーブで、相手コートのアタックラインの後方へ打つ（ネットインはアウト） 

・ サーブ順については、事前にチーム内で決めておく 

・ サーブ権を持っていないチームが得点を得た場合はサーブ権が移動する 

・ サーブ権が移動する際には、サーブ順もローテーションする 

・ サーブ権を持っているチームが得点を得た場合は同じ人が継続してサーブを打つ 

 

③ アタックについて 

・ ネット上端より高い位置から、相手コートに向かって水平より下方に送る動作をアタックと

する 

・ アタックラインの後方からのみアタックを打つことができる 

・ ジャンプする場合は、アタックラインより後方で、ジャンプから着地までの動作を行わなけ

ればならない 

 

④ 主な反則について 

・ ラリー中、1人1回ボールに触り、3回で相手コートへ返球できなかった場合（スリータッ

チ反則） 

・ ネットや支柱に触れた場合（タッチネット） 

・ ボール接触中に明らかにボールが止まった場合（ホールディング） 

・ ボールが腰より下の部分に触れた場合（フットフォールト） 

・ アタックラインより前方でアタックを打った場合、アタックラインを踏んでいても反則（ア

タックの反則） 

・ サーブを打つ瞬間、サービスラインから足が離れていた場合、サーブ順を間違えた場合、相

手コートのアタックラインより前方にサーブを打った場合（サービスの反則） 

・ 相手コートのネット上にあるボールに触れた場合（オーバーネット） 

・ ネット真下のセンターラインを越えて相手コートに入った場合（パッシングセンターライン） 
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～ボッチャのルール～ 

 

 

・１試合は最大３エンドとする。 

・１試合は 10 分とする。 

・投順は自由。投球は以下の通り。 

 １チーム３人は１人２球、１チーム３～５人は１人１または２球、１チーム６人以上は１人１球 

・１チーム３人以上 

・１チーム６個のボール（赤、青）をジャックボール（白）に近づける。 

・投げる順番は 

① 赤チームの人が最初にジャックボールを投げる。 

② 続けて同じ人が赤ボールを投げる。 

③ 青チームの誰かが青ボールを投げる。 

④ これ以降は、ジャックボールに遠い色のチームが連続して投げる。 

⑤ 一方のチームに投げるボールがなくなれば、もう一方のチームが投げる。 

・ジャックボールや他のボールに当たっても、そのまま続ける。 

・ジャックボールがコート外に出た時、ジャックボールをクロスの位置に戻す。 

・先行チームがジャックボールを投げて外に出した場合、後攻チームがジャックボールを投げて、

続けて後攻チームが自分のボールを投げる。次のエンドにこの投順は影響しない。 

・得点は 

① ジャックボールに最も近いボールとチームを確認。 

② 遠かったチームの一番ジャックボールに近いボールとジャックボールを結んだ線を半径とし

て、ジャックボールを中心とした円を描く。 

③ その円の中に近かったチームのボールの個数を数える。個数が得点になる。 

④ 両チームのボールがジャックボールに対して等距離の時は、１対１となる。 

 ※なお、両チームのボールのほぼ等距離であるとき、チームのキャプテンから測定する要望があ

れば測定し、審判が判断をする。 

・ボールを投げられない人は補助具を使うことができ、介助を受けることもできる。 

・ラインにボールが接している場合は、アウトとする。 

・投げるときラインを踏んだ時は注意とする。 

・審判の判定、指示に従うこと。 

・10 分経過して双方１球以上投げ終わっている場合、点数をカウントする。 

・遅延行為は禁止とする。 
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令和４年度三島地区スポーツ推進委員研修会 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、例年と実施形態を一部変更して

実施し、参加者の皆様は以下の注意事項を遵守していただきますようお願いい

たします。 

 

注意事項 

・受付の際、体調確認票をご提出ください。37 度５分以上ある方や体調の確認

事項に当てはまる方は、参加いただけない場合がございます。体調に少しで

も不安のある方は自主的に参加を見合わせてください。 

・各チームの代表者の方は、大阪府が実施する大阪コロナ追跡システムへの登

録をお願いいたします。また、参加者の皆様は国の接触確認アプリ 

「ＣＯＣＯＡ」への登録にご協力いただきください。 

・試合に必要な方以外の来場は極力お控えください。 

・マスクを持参してください。試合中以外は着用してください。（受付時や休 

憩時などスポーツを行っていない際にはマスクを着用してください。） 

・主催者によるマスクの用意はありません。各チームでご用意ください。マス

ク等がない方の施設利用はお断りする場合があります。 

・こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施してください。 

・試合中を除き、他の方との距離（２ｍ以上）を確保してください。 

・手洗い場にペーパータオル等はございません。各自タオル等をご持参ください。 

・タオルは共有しないでください。 

・ミーティング等においても、３密（密閉、密集、密接）を避けてください。 

（施設利用後も含みます。） 

・大きな声で会話、応援等をしないでください。 

・施設内での食事はお控えください。 

・飲食時には周囲の人となるべく距離を取って対面を避け、会話は控えてくだ 

さい。 

・ごみは各自お持ち帰りください。 

・利用終了後２週間以内に、新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、茨 

木市スポーツ推進課に濃厚接触者の有無等について報告してください。 

・その他感染防止のために施設管理者やスタッフが行う指示に従ってください。 
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研修会参加者報告書 

【       】(市町名) 

チーム名 

（スリータッチビーチボール） 

氏 名 
チーム名 

（ボッチャ） 
氏 名 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

    

 
 

 
 

 
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

※事務局の方が競技に参加される場合は、上欄にも、お名前をご記載ください。 

 

事務局 （                      ） 
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令和 4 年 7 月 16 日

※収集した個人情報は「茨木市個人情報保護条例」に基づき、適切に取り扱います。

体調確認票

各市町の参加者の皆様について、令和4年7月2日～7月16日における以下の事項の全てに☑をお願

いいたします。

以下の項目に当てはまる方がいた場合、その方はご参加いただけません。

　①平熱を超える発熱（おおむね37度５分以上）がある

　　□当てはまらない　□当てはまる

　②咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状がある

　　□当てはまらない　□当てはまる

　③だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難）がある

　　□当てはまらない　□当てはまる

　④嗅覚や味覚の異常がある

　　□当てはまらない　□当てはまる

　⑤体が重く感じる、疲れやすい等

　　□当てはまらない　□当てはまる

　⑥新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある

　　□当てはまらない　□当てはまる

　⑦同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる

　　□当てはまらない　□当てはまる

　⑧過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、

　　地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある

　　□当てはまらない　□当てはまる

体 調 の

確 認

備考

市 町 名

氏 名
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午後7時30分から

島本町役場　地階　第五会議室

〇会長あいさつ

【案件】

⑴　三島地区スポーツ推進委員連絡会について（報告）

・三島地区スポーツ推進委員研修会（茨木市）7月16日（土）午後

スリータッチビーチボールとボッチャの予定

・三島地区ふれあいスポーツ交流会（高槻市）1月15日（日）13時～　総合体育館

⑵　ニュースポーツ体験教室について

・5月15日（日）午前中　研修の内容

・6月以降のニュースポーツ体験教室

→当分、委員が各種目の指導ができるようになるための研鑽が必要と考えている。（会長）

⑶　地域におけるスポーツ振興について

・特に無し

⑷　その他

・町民スポーツ祭　縮小して実施の方向　実行委員の変更届の提出が必要（現委員７人）

→６月研修、７月研修、８月研修（再開に向けてのリハーサル）、９月再開を目標に準備を
進める。（会長）

→委員の人数が少ない為、これまでと同様にはできない。種目だけでなく実施の方法に
ついても検討が必要。（委員）

→令和４・５年度の２年任期の実行委員で、現名簿ではスポーツ推進委員が７人在籍して
おり、現在委嘱していない委員も含まれる。現委員は全員実行委員に選出することとし、
事務局から変更届を提出する。（事務局）

令和4年度第２回島本町スポーツ推進委員協議会 要点録

日 時 ： 令和4年5月12日（木）

会 場 ：

→規模を縮小して実施する予定。感染対策など詳細は計画中であり、５月中に開催要項
が配布される。（会長）

→デカスポテニス、スリータッチビーチボールの予定。（会長）

→スリータッチボール、スリータッチビーチボール、デカスポテニスは,どの種目もバドミント
ンコートでできる。ネットの高さは競技によって異なる。この３種目と、誰でも競技しやす
い、キャッチング・ザ・スティックも行うこととする。（会長）

→ニュースポーツ体験教室が再開したら、ニュースポーツ体験教室実施の定例日と重
なっている。先の予定の為、今後の定例会でどうするか検討していく。（事務局）
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・スリータッチボール大会（6月5日（日）・11月6日（日））について（確認）

→今のところ予定は聞いていない。（委員）

・その他

次回開催日 6 月 9 日 （木） 午後7時30分から

→栗東市のスローイングビンゴの大会は、参加の場合、任意の参加となるため、留意願
う。（事務局）

→今回案内のあった審判講習会は、人数が少ないため不参加とする。例年、秋に大会が
あるが、参加の可否については今後委員内で調整を行う。（会長）

→ニュースポーツ体験教室で実施可能なニュースポーツのルール資料をファイルにまと
めた。今後増やしたい競技資料がある場合は、担当まで連絡いただきたい。（事務局）

・スローイングビンゴ審判講習会及び交流会及びジャパンスローイングビンゴ協会会員募
集について（確認と情報提供）
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